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 日本海溝北部青森沖は 1968 年十勝沖地震や 1994 年三陸はるか沖地震など、M7-8 クラスの地震が繰り返し発

生している、主要な地震発生帯である。それら大地震の破壊過程は、震源から破壊が発生しはじめアスペリティに

て大部分のすべりを生じるアスペリティモデルによって説明されている（例えば Yamanaka and Kikuchi, 2004）。

その結果、本震（破壊の開始点）はアスペリティの東端に位置していること、余震活動はそのアスペリティの周辺

部で発生していることなどがわかっている（例えば永井他、2001）。このようなアスペリティ分布および地震活動

パターンがどのような構造要因によって生じるのかということを明らかにするため、海洋科学技術センター

（JAMSTEC：現海洋研究開発機構）は東大地震研などと共同で、アスペリティ全体を覆う領域でマルチチャンネル

反射法（MCS）および海底地震計（OBS）による屈折法探査を実施した。調査概要については前回の合同大会にて報

告した（三浦他、2004）。本発表ではアスペリティを南北に貫く 2測線の解析結果について報告する。 

 アスペリティを貫く測線のうち、海側測線の暫定的な速度構造は以下のとおりである。表層堆積層は 1.5-1.9 

km/s, 2.6-3.0 km/s, 3.5-3.9 km/s の 3 層がそれぞれ厚さ 1-2km で分布している。その下は 5.0-5.5 km/s 層、5.8 

km/s 層、6.2 km/s 層、6.7 km/s 層があり、ここまでが島弧地殻と考えられる。その下にはプレート境界、海洋性

地殻第 2層―第 3層境界、海洋性地殻モホ面と考えられる反射面が見られる。プレート境界と考えられる境界面の

深度は海面下 23km で、島弧のマントル（マントルウエッジ）は確認できていない。また測線の真中付近でコンラッ

ド面と考えられる島弧地殻内境界面が深度 18km と深くなっており、測線の両端に向かって浅くなっている。上記

構造の特徴は、既往探査結果と調和的である。Hayakawa et al. (2002) によると、本研究より陸側の測線にて、

北側で島弧地殻が厚く、また速度も遅い傾向があり、逆に南側では島弧地殻が薄く、速度が速い傾向がある。この

厚い島弧地殻の部分は概ねアスペリティに対応するという。本探査による解析結果や既往探査結果と地震活動との

比較を行い、破壊域を規定する構造的特徴について言及する予定である。 

 


